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洋
美
術
史
（
古
代
・
中
世
）
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第 7 回  抽象絵画もコワくない  
7 ‐ 1　授業目的
7 ‐ 2　「ここが変だよ日本の公共事業」
7 ‐ 3　奈義町現代美術館？
7 ‐ 4　抽象とは？
7 ‐ 5　実験絵画＝抽象絵画
7 ‐ 6　ステラの見方
7 ‐ 7　ステラの制作（ＶＴＲ）
7 ‐ 8　まとめ

（１）TEXT 参照しつつ VTR を観る
（２）参考ビデオ・PDF などを参照する
（３）（A）感想・（B）疑問を書き、メールする
（４）返送された「感想文一覧」を読む

■毎回提出課題（感想文メール提出）について　 
　　▼毎回指定期間内に以下を記述、送付する
　　  (A) 感想（300 ～ 500 字）
　　  (B) 疑問 1 点
■最終課題＝ 7 回を視聴し終え全体を通じた感想 
　      （1000 ～ 2000 字）を提出する
■評価について（基本＝感想文提出回数）

（1）Ａ＝７回全提出で、★印が４個以上
（2）Ｂ＝７回全提出
（3）Ｃ＝６回
（4）Ｄ＝５回
（5）不合格＝ 4 回以下
　　　　　　【７回全提出でも、最終課題が未提出の場合は不合格】

【★印】は新井が気に入った感想につけるものです。
【文字数不足】、【不十分な感想疑問】の場合には【再提出あり】

　「古代・中世」の西洋美術を通史的に扱う講義は現
在開設されていません。しかし、ヨーロッパを訪れ
た際、教会建築・キリスト教美術・博物館見学など
で必要な知識の多くは、「古代・中世」に関する内容
です。西洋の大きな文化史の流れは、美術教養として
も知っておいて欲しいと考え本授業を設定しました。 
　この内容は 2004 年度に釧路校の一般教養で実施し
たうち、７回の講義 VTR を DVD で視聴できるよう再
構成したものです。左図のように「パワーポイントス
ライド + 解説動画」をセットにしました。１回の解説
は 90 分が基本です。音声が聞き取りにくいところが
ありますが我慢してください。
　MAC の人にも視聴できるように、iPod 用データも
入れてあります。左ページ図のように、PDF のスライ
ドを参照しながら、iTunes でビデオ解説を聴くことが
可能です。

■メール提出のスタイル ■毎回の受講の手順

●メールアドレス   araixpro@gmail.com

■ DVD 講座の概要

はじめに

半角

感想文は。全員分一括掲載し、
１～２日中に返送します。

メール提出は、〆切日の 20 時厳守。１秒でも遅れたら掲載しません。
・システムトラブルで間に合わない人がいます。
・安全のために 19 時までに送付することをおすすめします。
・トラブルの際には、携帯からの送付を認めます。
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■ MAC の人は、iTunes + PDF で観てください

動画の進行に合わせて、自分で pdf の
ページを進めてください。

第 4 回 作品鑑賞の方法 （２）
4 ‐ 1　作品鑑賞の三段階説
4 ‐ 2　「クールベさんこんにちは」（１）
4 ‐ 3　「クールベさんこんにちは」（２）
4 ‐ 4　ミケランジェロ「ダビデ」（1）
4 ‐ 5　ミケランジェロ「ダビデ」（2)
4 ‐ 5　「ダビデ」の価値とは
第 5 回 美術 ・ 宗教 ・ ヌード 
5 ‐ 1　宗教と美術
5 ‐ 2　ビーナスとは
5 ‐ 3　ボッティチェリ「ビーナスの誕生」
5 ‐ 4　神話・キリスト教・ロココ
5 ‐ 5　マネ「オランピア」
第 6 回 日本の美術   
6 ‐ 1　水墨画
6 ‐ 2　雪舟
6 ‐ 3　雪舟「破墨山水図」
6 ‐ 4　日本美術トップ１０
6 ‐ 5　北斎・光琳・等伯

第 1 回 世界の美術館    
1 ‐ 1　ルーブル美術館（１）
1 ‐ 2　ルーブル美術館（２）
1 ‐ 3　ＮＹの４大美術館
1 ‐ 4　メトロポリタンＭ（１）
1 ‐ 5　メトロポリタンＭ（２）
1 ‐ 6　グッゲンハイム・ホイットニーＭ 
第 2 回 日本の美術館  
2 ‐ 1　前回のおさらい
2 ‐ 2　地方美術館の状況
2 ‐ 3　展示内容の問題
2 ‐ 4　西洋美術館
2 ‐ 5　東京国立博物館
2 ‐ 6　東京都美術館
2 ‐ 7　根津美術館
2 ‐ 8　水戸芸術館
第 3 回 作品鑑賞の方法 （１）
3 ‐ 1　志賀直哉の鑑賞論
3 ‐ 2　鑑賞の構造
3 ‐ 3　ミレー「落穂拾い」
3 ‐ 4　ピカソ「サルタンバンク」

第 7 回  抽象絵画もコワくない  
7 ‐ 1　授業目的
7 ‐ 2　「ここが変だよ日本の公共事業」
7 ‐ 3　奈義町現代美術館？
7 ‐ 4　抽象とは？
7 ‐ 5　実験絵画＝抽象絵画
7 ‐ 6　ステラの見方
7 ‐ 7　ステラの制作（ＶＴＲ）
7 ‐ 8　まとめ

芸術プロジェクト新井義史 DVD講座：美術鑑賞入門

＜　姉妹編　＞のお知らせ
● DVD の内容

●このフォルダを選択し、PC に保存してから、

　iTunes の「ムービー」にドラッグすれば、

　全部のデータが一気に取り込まれます。
データサイズは 1.02GB

●リストでの iPod データの扱い
数字（例：2-3）を右クリック→「対象をファイルに保存」をえらぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　→　いったん PC に保存後　→　iTunes の「ムービー」にドラッグ

＜左クリックは使わない！＞

●全部の iPod データを一度に iTunes へ取り込むには

春休み実施予定
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オリエントから始まった

● Animism　
  霊的存在に対する信仰。「息」あ
るいは「霊魂」という意味のラテ
ン語 anima に  来する。生物学や
心理学では、人間の精神は非物質
的なものであり、それが脳や神経
組織をとおして身体と相互に作用
しあうとする考え方をさす。哲学
では、通常それは汎心論とよばれ、
世界に存在する客観物すべてに心
あるいは霊魂のような霊的存在を
みとめる考え方である .

①　原始芸術を考える

▼
洞
窟
壁
画

　

旧
石
器
時
代
の
最
大
の
美
術

は
、1879

年
に
発
見
さ
れ
た

ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
タ
ミ
ラ
、
南

フ
ラ
ン
ス
や
北
ス
ペ
イ
ン
の
洞

窟
の
中
に
み
い
だ
さ
れ
た
紀
元

前
２
万
年
頃
の
壁
画
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
は
き
わ
め
て
写
実
的

に
力
強
い
作
品
で
，
旧
石
器
時

代
成
熟
期
の
人
類
の
芸
術
的
才

能
に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ

る
．
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
，

主
と
し
て
，
野
牛
，
ト
ナ
カ
イ
，

馬
，
マ
ン
モ
ス
，
鹿
な
ど
で
あ

り
，
線
も
単
純
で
あ
り
，
色
も

黒
，
赤
，
褐
，
黄
な
ど
，
か
ぎ

ら
れ
た
種
類
で
あ
る
が
，
い
か

に
も
狩
猟
民
族
の
作
品
ら
し
い

鋭
い
観
察
に
よ
っ
て
，
動
物
の

運
動
の
さ
ま
を
的
確
に
と
ら
え

て
い
る
，
し
か
も
，
こ
れ
ら
は
，

洞
窟
内
の
装
飾
と
い
う
よ
り

は
，
狩
猟
を
記
念
し
，
獲
物
の

多
か
ら
ん
こ
と
を
祈
る
宗
教
的

目
的
と
思
わ
れ
る
．

ラスコー壁画 アルタミラ洞窟のバイソン

●アルタミラ
　オーリニャック文化期 (3 万 5000 年前
～ 2 万 7000 年前 ) にはすでに人間がす
んでいたといわれ、ソリュートレ文化期
(2 万年前～ 1 万 7000 年前 ) やマドレー
ヌ 文 化 期 (1 万 7000 年 前 ～ 1 万 2000
年前 ) の地層からも石器やシカの骨がみ
つかっている。

　
▼
西
洋
美
術
の
西
洋
と
は
？

　
西
洋
美
術
と
い
え
ば
、
私
た
ち
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

と
し
て
広
く
捉
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
ル
ネ
サ

ン
ス
以
後
の
西
洋
美
術
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど

が
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
展
開

さ
れ
た
。
つ
ま
り
「
西
洋
」
美
術
史
＝
「
西
欧
」

美
術
史
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
西
欧
の
価
値
観
だ
け
に
縛
ら
れ

ず
に
、
美
術
の
価
値
感
を
広
く
全
世
界
の
モ
ノ

と
し
て
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
西
欧
美
術
史
意
外
に
東
洋
美
術
や
日
本

美
術
に
も
目
を
向
け
る
姿
勢
が
必
要
で
す
ね
。
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ユーラフリカ絵画図

フランコカンタブリア洞窟図■表現タイプの 3 種類

ベーニン族

野牛アルタミラ

ムバサ族、バルバ族

ブッシュマン絵画

幾何学的装飾

自然主義的装飾

自然主義的表現 象徴主義的表現 幾何学的表現

イフェ族
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②　エジプト芸術

エンコスティック（ロウ画）

オベリスク
ファラオの徳を
たたえた呪文が
刻んである

▼
エ
ジ
プ
ト
の
遺
跡
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
神
殿

アブ・シンベル神殿

▼
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の

　
　
　
　
　
　

黄
金
の
マ
ス
ク

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
墓
の
発
見
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学

者
ハ
ワ
ー
ド
・
カ
ー
タ
ー
。
こ
れ
は
ル
ク
ソ
ー
ル
の
王
家

の
谷
に
あ
る
他
の
王
様
の
墓
に
比
べ
て
あ
き
ら
か
に
し
ょ

ぼ
か
っ
た
。
こ
の
し
ょ
ぼ
さ
の
お
か
げ
で
、
１
９
世
紀
ま

で
存
在
を
知
ら
れ
ず
、
財
宝
が
盗
ら
れ
ず
に
す
ん
で
い
た

ら
し
い
か
ら
、
歴
史
の
皮
肉
で
あ
る
。

▼
エ
ジ
プ
ト
は
ナ
イ
ル
の
賜
物
（
た
ま
も
の
）

　

ナ
イ
ル
は
文
字
通
り
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
母
で
あ
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
は
、
ナ
イ
ル
の
周
辺
だ
け
が
沃
野
で
、
そ

れ
以
外
は
砂
と
岩
山
。
だ
か
ら
こ
そ
、
永
い
間
外
敵
の

心
配
な
く
、
ほ
か
の
文
化
と
の
交
わ
り
も
な
く
独
特
の

文
明
を
築
き
あ
げ
た
。
王
国
は
次
第
に
ナ
イ
ル
の
上
流

に
向
か
っ
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

　
「
エ
ジ
プ
ト
の
芸
術
は
墓
の
芸
術
」
と
言
わ
れ
る
。「
墓

の
芸
術
」
と
い
う
の
は
「
死
者
の
た
め
の
芸
術
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
死
者
が
蘇
っ
た
時
に
、
生
前
の
権
力
や
財

産
を
受
け
継
ぎ
た
い
、
エ
ジ
プ
ト
ア
ー
ト
の
目
的
は
当
時

の
一
握
り
の
わ
ず
か
な
権
力
者
の
た
め
の
表
現
で
あ
っ

た
。

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
死
者
の
宮
殿
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
そ
れ

を
守
る
ト
ー
テ
ム
的
な
神
で
、
百
獣
の
王
ラ
イ
オ
ン
の
力

と
万
物
の
霊
長
人
間
の
知
恵
を
兼
ね
備
え
た
空
想
の
生

き
物
で
あ
る
。

なぜ、復活を信じたのか？

ナイルの氾濫　
　→　豊かな収穫
　　　→　復活の観念と結びついた。

肉体があれば戻ってくると信じた
　　　→　ミイラとして葬った

▼
な
ぜ
、
復
活
を
信
じ

た
の
か
？

　
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
は
、

古
代
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と

ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
思
想
を

根
強
く
残
す
。
風
も
木
も

石
も
、
生
き
て
い
る
神
で

あ
り
、
人
と
動
物
、
生
者

と
死
者
、
人
と
神
の
間
に
、

▼
カ
ー

　
「
カ
ー
」
は
エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ
て
の
精
霊
、
死
ん
だ
後
も

残
っ
て
い
て
、
い
つ
か
復
活
す
る
永
遠
の
命
。
カ
ー
は
ひ
じ

を
曲
げ
て
差
し
上
げ
た
両
手
の
形
で
表
さ
れ
る
。
こ
の
、カ
ー

の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
芸
術
は
死
者
や
墓

の
芸
術
を
生
み
出
し
た
。

現
代
人
の
よ
う
な
区
別
を
つ
け
な
い
。

　

ナ
イ
ル
は
、
氾
濫
を
繰
り
返
し
、
穀
物
の
ひ
と
つ
ぶ
の

種
も
土
に
お
け
ば
ま
た
よ
み
が
え
る
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う

い
う
経
験
か
ら
、
人
も
ま
た
よ
み
が
え
る
。
死
後
は
天
上

で
ふ
た
た
び
生
活
で
き
る
と
考
え
た
。

　

死
者
と
そ
の
魂
が
、
生
前
と
同
じ
よ
う
に
生
活
す
る
た

め
に
は
、
す
べ
て
の
財
産
を
持
ち
込
ん
で
お
く
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
、墓
（
墳
墓
）
が
、極
め
て
重
要
な
存
在
と
な
っ

た
。

■
死
者
の
た
め
の
芸
術
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ヒエログリフ

ヒエラティック

エ
ジ
プ
ト
の
死
者
の
魂
の
永
遠
の
す
み
家
が
ミ
イ

ラ
で
あ
る
が
一
時
的
な
宿
り
場
所
と
し
て
彫
像
も

作
ら
れ
た
。
こ
の
種
の
像
は
な
る
べ
く
魂
が
宿
り

や
す
い
よ
う
に
死
者
生
前
の
姿
に
生
き
写
し
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
書
記
の
像
」
の
よ
う
な

リ
ア
リ
ズ
ム
は
こ
う
し
て
生
れ
た
。
書
記
の
像
は

王
朝
時
代
を
通
し
て
作
ら
れ
た
。

古
王
国
時
代
を
代
表
す
る
神
官
カ
ー
ア
ペ
ル
の
像

で
す
。
サ
ッ
カ
ラ
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
当
時
の

村
長
と
似
て
い
た
の
で
村
長
の
像
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
世
界
最
古
の
木
造
肖
像
彫
刻

石
英
が
埋
め
込
ま
れ
た
目
が
リ
ア
ル
。

書記の像

村長の像

▼
古
王
国
時
代
の
彫
刻
は
リ
ア
リ
ズ
ム
だ
っ
た

▼
エ
ジ
プ
ト
の
象
形
文
字
＝
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ

　

1798

年
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
行
っ
た
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の
翌

年
八
月
、
ナ
イ
ル
河
口
の
ロ
ゼ
ッ
タ
と
い
う
町
の
近
く
で

塹
壕
を
掘
っ
て
い
た
工
兵
が
黒
い
石
の
断
片
、
ロ
ゼ
ッ
タ
・

ス
ト
ー
ン
を
発
見
。

　

そ
の
ま
ま
だ
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
故
国
フ
ラ
ン
ス
に
渡

る
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
、
現
在
、
石
が
あ
る
の
は
フ
ラ
ン

ス
の
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物

館
で
あ
る
。

　

ど
う
し
て
こ
の
石
が
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
の
か
。
そ
れ

は
、
石
が
発
見
さ
れ
た
数
年
後
の
１
８
０
１
年
、
イ
ギ
リ

ス
軍
が
カ
イ
ロ
へ
侵
攻
し
て
き
て
、
圧
力
を
か
け
た
か
ら

で
あ
る
。

　

こ
の
断
片
に
は
、
紀
元
前
１
９
６
年
に
発
布
さ
れ
た
プ

ト
レ
マ
イ
オ
ス
五
世
を
讃
え
る
た
め
の
諸
行
事
の
規
定

が
、
二
種
の
書
体
の
エ
ジ
プ
ト
文
字
と
ギ
リ
シ
ア
文
字
の

三
書
体
で
繰
り
返
し
記
さ
れ
て
お
り
、 

こ
れ
を
手
掛
か
り

に
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
（
１
７
９
０
～

１
８
３
２
）
が
、
エ
ジ
プ
ト
文
字
の
解
読
を
成
功
さ
せ
た
。 

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戦
略
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
石
の
発
見

は
大
き
な
功
績
と
な
っ
た
。

▼
ロ
ゼ
ッ
タ
・
ス
ト
ー
ン
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エジプト芸術

スタイル永続性の理由

• 権力者の芸術（社会の指導的勢力）

　　　王・祭司階級

　　　　　　現状維持をのぞむ

　　→　宗教や芸術形式も

　　　　　　　　　　手を加えずに温存

●今日的な「自由な制作」の余地なし　　

▼
「
正
面
性
」
の
原
理

家畜の飼育場面場面の壁画断片
下の段は、搾乳場面。子牛が乳をほしがっ
て甘えてる。

　

最
も
そ
の
形
を
明
瞭
に
表
わ
す
角
度
か
ら
の
部
分

を
寄
せ
集
め
て
い
く
こ
と
。
パ
ー
ツ
の
寄
せ
集
め
。

子
供
の
表
現
の
よ
う
な
「
概
念
性
」。
そ
こ
に
は
、

写
真
の
よ
う
な
自
然
主
義
的
な
錯
覚
主
義
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
伝
統
的
ス
タ
イ
ル
を
３
０
０
０
年
間
も

好
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
？

そ
れ
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
東
洋
画
日
本
画
に

は
、
陰
を
つ
け
な
い
で
描
く
と
い

う
法
則
性
が
あ
る
。
む
し
ろ
陰
つ

け
た
ら
野
蛮
だ
、
見
る
人
の
目
を

ご
ま
か
す
錯
覚
的
な
効
果
は
「
下

品
だ
」
っ
て
い
わ
れ
た
。
エ
ジ
プ

ト
の
表
現
で
も
、
図
式
的
に
あ
ら

わ
す
ほ
う
が
上
品
だ
っ
て
さ
れ
て

い
た
よ
う
だ
。

　

自
由
意
志
に
よ
る
表
現
形
式
は

押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
個
人

的
な
感
じ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
象

徴
的
な
意
味
合
い
が
強
い
。
し
か

し
、
不
自
由
で
あ
る
か
ら
表
現
が

不
十
分
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

エ
ジ
プ
ト
芸
術
を
見
る
と
、
強
制

の
中
に
お
い
て
も
優
れ
た
表
現
は

可
能
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

手・足・顔面　＝　横向き
胸部　　　　　＝　正面

伝統的エジプト表現　＝　正面性の原理

記
念
碑
的

　
本
人
に
似
て
い
る
必
要
は
な
い

エジプトの宮廷芸術は、すごく儀式ばっ
た、堅苦しい形式だ。　個人の感情や思想
や意思よりも礼儀作法や習慣上のおきてに
従う。肖像がにおいても、ありのままの表
現ではなく、伝統にのっとり手本に従うも
のであった。

　

彫
刻
は
結
局
、
こ
う
い
う
型
に
は
ま
っ
た
ス
タ
イ

ル
に
お
ち
つ
い
た
。
こ
の
場
合
は
、
記
念
碑
的
意
味

が
強
い
か
ら
、
本
人
に
似
て
い
る
必
要
は
な
い
。
肖

像
彫
刻
で
は
な
い
。
だ
か
ら
ほ
と
ん
ど
良
く
似
た
顔

つ
き
を
し
て
い
る
。

右の彫刻は、アメンホテップと王女、手つなぎ中むつまじい、自然主義的表現。
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アマルナ美術

アメンホテップ４世

在位：前1379-1362

▼
ア
マ
ル
ナ
美
術

　

こ
の
時
期
は
３
０
０
０
年
の
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
の

中
で
、
ひ
と
き
わ
特
異
な
時
代
。
全
く
個
性
的
な
王

が
宗
教
改
革
を
断
行
し
た
。

　

ア
メ
ン
ホ
テ
ッ
プ
４
世Am

enophis IV,

は
、
幼

い
頃
か
ら
多
く
の
外
国
文
化
に
接
し
て
い
た
か
ら
、

エ
ジ
プ
ト
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
、
ば
ら
ば
ら
な
神
を
信

仰
し
て
い
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
た
。
ま
た
、

宗
教
勢
力
の
政
治
へ
の
関
与 

を
嫌
っ
て
、
そ
れ
ま
で

の
神
を
全
て
否
定
。
首
都
を
ア
マ
ル
ナ
に
う
つ
し
た
。

そ
し
て
唯
一
神 

ア
ト
ン
・
ラ
ー
の
信
仰
を
強
制
し
た
。 

こ
れ
を
ア
マ
ル
ナ
革
命
と
い
う
。

▼
王
妃
ネ
フ
ェ
ル
テ
ィ
テ
ィ
の
胸
像

　

ベ
ル
リ
ン
美
術
館
の
作
品
群
の
中
で
最
も
有
名
な
胸

像
で
、
１
９
１
２
年
、
ア
マ
ル
ナ
王
宮
の
彫
刻
家
ト
ト

メ
ス
の
ア
ト
リ
エ
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
。 

三
千
年
の
歳

月
を
感
じ
さ
せ
な
い
色
彩
の
美
し
さ
は
驚
異
的
で
、
エ

ジ
プ
ト
史
上
で
も
最
高
傑
作
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
ネ
フ
ェ
ル
テ
ィ
テ
ィ
の
名
は
、
欧
米
で
は
か
の
ク

レ
オ
パ
ト
ラ
と
並
び
称
さ
れ
る
最
高
の
美
人
の
代
名

詞
。 

ア
メ
ン
ホ
テ
ッ
プ
４
世
は
、

「
真
実
の
う
ち
に
生
き
る

王
」
と
自
称
し
た
。
宮
廷

の
芸
術
家
た
ち
に
、
現
実

を
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め

▼
ア
マ
ル
ナ
王
女
の
ト
ル
ソ

▼
象
徴
主
義
的
芸
術

　

エ
ジ
プ
芸
術
の
特
徴
で
あ
る
「
正
面
性
」
の
重
視
や
、

子
供
の
絵
の
よ
う
な
概
念
的
な
寄
せ
集
め
、
パ
タ
ー
ン
化

さ
れ
た
人
物
の
描
き
方
。
彫
刻
で
は
、
左
足
一
歩
前
に
ス

タ
イ
ル
ば
か
り
。
顔
も
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
個
性
的
で
は

な
い
。
こ
れ
ら
は
、
象
徴
主
義
的
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
表
現
が
基
本
と
さ
れ
、
３
０
０
０
年
間
変
わ

る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
権
力
者
が
変
化
を

好
ま
な
か
っ
た
っ
と
い
う
こ
と
。
決
し
て
、
作
り
出
す
人

間
の
能
力
の
不
足
や
、
技
術
的
未
熟
さ
、
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
。
そ
の
証
拠
が
、
古
王
国
の
、
見
事
な
自
然
主
義
的

な
写
実
で
あ
る
。

　

見
え
る
ま
ま
に
写
実
的
に
作
り
出
す
能
力
は
す
で
に

あ
っ
た
。
見
た
と
お
り
に
つ
く
る
こ
と
は
た
や
す
か
っ
た

ろ
う
。
そ
れ
が
中
期
に
な
る
と
、子
供
の
絵
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
の
は
、
そ
れ
は
、
わ
ざ
と
そ
う
い
う
ス
タ
イ
ル

を
選
ん
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、エ
ジ
プ
ト
は
、制
作
の
目
的
は
、ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
、

神
殿
や
墳
墓
の
中
に
薄
暗
が
り
の
中
に
、
墓
の
奥
深
く
に

収
め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。
墳
墓
の
た
め
（
人
間
が
見
る

目
的
で
は
な
い
）

　

生
産
の
標
準
化
を
最
初
か

ら
目
指
し
形
式
化
さ
れ
た
こ

と
。
独
創
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ

や
表
現
は
む
し
ろ
禁
止
さ
れ

て
い
た
。

そ
う
い
う
モ
ン
を
芸
術
（
美

術
）
と
呼
ぶ
べ
き
か
否
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。

右の彫刻は、アメンホテップと王女、手つなぎ中むつまじい、自然主義的表現。

る
の
が
良
い
、
と
命
じ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
時
代
に
は
、

写
実
性
の
強
い
自
然
主
義
的
な
芸
術
が
生
ま
れ
た
。
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③　ギリシャ彫刻を考える

　

紀
元
前
３
０
０
０
年
か
ら
１
５
０
０
年
に
か

け
、
エ
ー
ゲ
海
を
と
り
ま
く
文
明
、
つ
ま
り

キ
ク
ラ
デ
ス
・
ク
レ
タ
・
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
・
ト
ロ

ヤ
と
い
っ
た
４
つ
の
文
明
を
継
承
し
て
出
来
上

が
っ
た
の
が
ギ
リ
シ
ャ
文
化
で
あ
る
。

紀
元
前
十
世
紀
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
ギ
リ
シ
ャ

芸
術
は
、「
幾
何
学
様
式
」、「
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

期
」、「
ク
ラ
シ
ッ
ク
期
」、「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
」

の
４
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

同
様
の
進
化
は
彫
刻
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。「
オ
ー
セ

ル
の
婦
人
像
」
は
シ
ン
プ
ル
で
ど
っ
し
り
し
た
ド
リ
ス

式
、「
サ
モ
ス
島
の
ヘ
ラ
」
は
着
衣
部
分
が
繊
細
で
軽
や

か
な
装
飾
性
が
う
か
が
え
、
イ
オ
ニ
ア
式
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
女
性
の
彫
刻
を
「
コ
レ
ー
（
女
性
像
）」
と
呼
ぶ
。

建築様式は３期に分けられ、単純から複雑へ
の進化が見られる。初期の「ドーリア（ドリ
ス）式」はシンプルで男性的・力強い感じが
する（パルテノン神殿はこの様式である）。「イ
オニア式」は、柱頭部が巻き蔓スタイルで、
女性的・優美。「コリント式」は、植物的装
飾となり華やかさが加わった。

▼
建
築
の
３
様
式

▼
サ
モ
ス
島
の
ヘ
ラ
（
イ
オ
ニ
ア
式
）

▼
オ
ー
セ
ル
の
婦
人
像
（
ド
リ
ス
式
）

コレー（女性像）
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▼
男
性
の
像
を
「
ク
ー
ロ
ス
像
」
と
呼
ぶ
。

　

ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
も
と
も
と
は
木
彫
が
主
で
あ
っ
た
。
石
で
彫
刻
を
作
り
始
め
た
の
はBC

７
０
０

年
頃
で
、
石
造
り
の
神
殿
建
築
が
始
ま
っ
た
頃
で
あ
る
。　

初
期
の
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
に
は
エ
ジ
プ
ト
彫

刻
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
石
彫
は
、
着
衣
像
で
し
か
も
支
え
が
大
き
く
残
っ
て
お

り
石
の
塊
か
ら
掘
り
出
し
た
感
じ
が
強
い
。
そ
れ
に
対
し
、
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
は
全
裸
と
な
り
支
え
が
ほ

と
ん
ど
な
い
「
独
立
像
」
に
な
る
。
た
だ
し
、わ
ず
か
に
片
足
を
踏
み
出
す
エ
ジ
プ
ト
ス
タ
イ
ル
が
残
っ

て
お
り
「
静
的
」
で
あ
ま
り
動
き
を
感
じ
さ
せ
な
い
。　

こ
う
し
た
エ
ジ
プ
ト
彫
刻
に
似
た
静
的
な
表

現
の
時
期
を
「
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
」
と
呼
ぶ
。

▼
エ
ジ
プ
ト
彫
刻

▼
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
（
バ
ロ
ス
島
の
ア
ポ
ロ
ン
）

▼
ク
ラ
シ
ッ
ク
期
の
最
初
の
彫
刻

厳
格
様
式
（
シ
ビ
ア
ス
タ
イ
ル
）
ク
リ
テ
ィ
オ
ス
の
少
年
）

↓

↓

■
輪
郭
（
形
）
が
強
い
。

■
重
心
が
真
下
に

■
面
が
見
え
る　

→
柔
ら
か
な
感
じ

■
今
に
も
動
き
出
し
そ
う

「
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
」
の
語
源

　
「
ア
ル
カ
イ
オ
ス
」
は
“
原
初
の
・
古
い
”
の
意
。「
ア
ル
カ
イ
コ
ス
」

は
“
古
風
な
”
を
意
味
す
る
。「
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
」
は
ギ
リ
シ
ア
美

術
史
上
の
一
時
期
。
何
年
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説

が
あ
る
が
、
前
８
世
紀
か
ら
前480

年
こ
ろ
ま
で
の
時
期
を
さ
す
も
の

と
す
る
。

▼
ア
ル
カ
イ
ク
・
ス
マ
イ
ル

　

彫
刻
の
口
も
と
に
見
ら
れ
る
微
笑
に
似
た
表
情
を
い
う
。

古
式
微
笑
な
ど
と
も
い
う
。
初
期
の
彫
刻
で
は
あ
ま
り
目
立

た
な
い
が
、
紀
元
前
６
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
青

年
像
（
ク
ー
ロ
ス
）
や
少
女
像
（
コ
レ
ー
）
な
ど
で
特
に
明

瞭
と
な
り
、
ギ
リ
シ
ャ
美
術
の
厳
格
様
式
に
移
行
す
る
紀
元

前
5
世
紀
初
め
頃
か
ら
し
だ
い
に
消
え
て
い
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
、
古
代
の
彫
刻
家

は
彫
像
を
た
だ
生
命
な
き
冷
た

い
人
形
の
ま
ま
と
ど
め
て
お
く

こ
と
に
飽
き
た
ら
ず
、
そ
の
中

に
魂
を
宿
し
、
人
間
と
同
じ
生

命
と
感
情
を
も
っ
た
存
在
た
ら

し
め
よ
う
と
考
え
た
と
思
わ
れ

る
。

▼
ク
ラ
シ
ッ
ク classic 

　

ラ
テ
ン
語
の
ク
ラ
シ
ク
ス classicus(

〈
最
上
級
の
〉〈
模
範

的
な
〉
の
意)

か
ら
由
来
す
る
。

　

ク
ラ
シ
ク
ス
は
本
来
、
ロ
ー
マ
市
民
の
階
級
区
分
に
お
け
る

最
上
級
層
ク
ラ
シ
キ classici 

の
形
容
詞
形
で
，
語
意
が
転
用

さ
れ
た
も
の
。

　

ギ
リ
シ
ア
美
術
で
は
、
そ
の
調
和
的･

理
想
的
形
式
を
完
成

さ
せ
た
時
代
で
，
ペ
リ
ク
レ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
の
政
権
を
手
中
に

収
め
た
頃
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
没
年
こ
ろ
ま
で
を

い
う
。
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ギリシャ彫刻を考える

クラシック前期

ミュロン
「円盤投げ」

BC470 年

ポリュクレイトス
「槍を持つ男」

BC5C 中頃

リュシッポス
「汗を掻き落す人」

BC320 頃
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自律的芸術の誕生 それ自体が目的

（芸術のための芸術） 優れた芸術 ・美の創造

▼
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
「
ヘ
ル
メ
ス
」BC330

頃

表面は→肌
　石であることが
　感じられない
　材料が消え去る

人間・実物
　ソックリ
　迫真的・リアル

作者の手技が
少しも
感じられない
　　
　らくらく作ってる
　作者の存在がない

人間が作った
　モノとは思えない

ヘレニズム期

　

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
美
術
は
，
ク
ラ
シ
ッ
ク
時
代(

前450

‐
前320)

の
後
に
続
く
，
ギ
リ
シ
ア
美
術
の
最
晩
期

を
い
，
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
没(

前323)

後
か

ら
最
後
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
王
朝
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
崩

壊(

前30)

ま
で
の
間
の
ギ
リ
シ
ア
人
を
中
心
と
し
た

美
術
を
指
す
。

　

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
力
強
い
形
態
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
彫

刻
の
特
徴
で
あ
る
。

ミロのビーナスラオコーン

クラシック後期

▼
ク
ニ
ド
ス
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
を
表
し
た
像
な
の
か
？

　
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
は
、
沐
浴
す
る
際
の
恥
ず
か
し
げ
な
ポ
ー
ズ
だ

と
い
わ
れ
る
。ク
ニ
ド
ス
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
も
良
く
似
た
ポ
ー
ズ
。

男
性
の
堂
々
と
し
た
裸
に
対
し
て
、
女
性
の
彫
刻
は
、
恥
じ
ら
い

を
含
ん
だ
ポ
ー
ズ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

初
め
て
女
性
を
裸
で
表
現
し
た
の
は
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス

だ
っ
た
。
ク
ニ
ド
ス
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
は
、
地
中
に
埋
ま
っ

て
い
る
間
に
首
と
手
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
不
完

全
な
像
を
「
ト
ル
ソ
」
と
い
う
（
ギ
リ
シ
ア
語
の
テ
ュ
ル
ソ

ス thyrsos 

に
由
来
す
る
イ
タ
リ
ア
語
）。
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■
先
生　

今
日
は
ギ
リ
シ
ャ
の
彫
刻
を
見
て
み
よ
う
。

こ
こ
に
代
表
的
な
彫
刻
を
上
げ
て
お
い
た
け

れ
ど
、
花
子
さ
ん
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

   

花
子　

あ
の
、
感
想
と
い
う
よ
り
も
疑
問
な
ん
で

す
が
、
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
裸

の
像
ば
か
り
あ
る
ん
で
す
か
？
ギ
リ
シ
ャ
人

は
裸
で
も
恥
ず
か
し
く
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ

う
か
？

■
先
生　

面
白
い
質
問
で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、
今
日
は

は
じ
め
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
、
ギ
リ
シ
ャ
で
は
裸
の
扱
い

に
つ
い
て
、
男
性
と
女
性
と
で
は
だ
い
ぶ
違

い
ま
す
。
図
１
は
女
性
、
図
２
は
男
性
像
で

す
。
ギ
リ
シ
ャ
初
期
つ
ま
り
「
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
期
」
の
代
表
的
な
彫
刻
な
ん
で
す
が
、
男

女
を
見
比
べ
て
ど
う
で
す
か
？

   

花
子　

ア
、
は
い
。
女
性
は
何
か
見
に
つ
け
て
ま

す
ね
。

■
先
生　

は
い
、
こ
の
よ
う
に
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
に

は
、
お
と
こ
の
裸
は
作
ら
れ
た
け
れ
ど
、
女

性
は
裸
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
人
間
を
裸

で
表
す
こ
と
は
、
日
本
人
の
私
た
ち
は
今
で

も
慣
れ
て
い
な
い
け
ど
、
こ
の
よ
う
な
彫
刻

作
品
を
通
じ
て
、西
洋
人
は
裸
の
表
現
に「
抵

抗
が
無
い
」
の
じ
ゃ
な
い
の
か
、
っ
て
思
っ

た
り
す
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
実
際
は
西
洋

人
だ
っ
て
裸
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
ん
で
す

よ
。

　
　
　
　

そ
れ
で
、
図
６
を
観
て
く
だ
さ
い
。
こ
ち

ら
の
女
性
像
は
ど
う
で
す
か
？

   

花
子　

こ
れ
は
ビ
ー
ナ
ス
像
の
ポ
ー
ズ
で
し
ょ
。

ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
で
は
よ
く
目
に
す
る
タ
イ
プ

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
首
か
ら
上
や
両
腕
が

無
い
で
す
け
ど
。

■
先
生　

え
え
、
こ
う
い
う
像
は
、
地
中
に
埋
も
れ

て
い
た
り
し
て
壊
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す

け
ど
、
こ
う
い
う
像
を
「
ト
ル
ソ
」
っ
て

呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も
ね
花
子
さ
ん
、　　

　

何
と
…
こ
の
像
は
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
作
ら
れ

た
、
女
性
の
裸
の
最
初
の
彫
刻
な
ん
で
す
よ
。

ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
も
長
い
間
、
女
性
の
彫
刻

は
、
図
１
の
よ
う
に
薄
い
衣
服
を
ま
と
っ
た
姿

で
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
細
め
の
襞
（
ひ
だ
）

を
い
っ
ぱ
い
並
べ
る
こ
と
で
、
薄
い
布
を
あ
ら

わ
し
て
る
ん
だ
。
そ
の
襞
に
よ
っ
て
女
性
の
体

の
ラ
イ
ン
を
表
現
し
た
ん
だ
ね
。
そ
う
し
た
表

現
を
う
ち
や
ぶ
り
、
初
め
て
女
性
を
ヌ
ー
ド
で

彫
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
図
６
の
ク
ニ
ド
ス
の

ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
ト
ル
ソ
を
作
っ
た
プ
ラ
ク
シ

テ
レ
ス
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
花
子
さ

ん
図
６
の
こ
の
ト
ル
ソ
を
見
た
感
想
は
ど
う
で

す
か
？

  

花
子　

こ
れ
が
最
初
の
女
性
の
ヌ
ー
ド
彫
刻
な
ん
で
す

か
…　

。
感
想
を
と
い
わ
れ
て
も
、
ど
う
見

た
ら
よ
い
の
か
…
。
先
生
、
逆
に
質
問
し
ま

す
が
、
こ
の
像
は
何
を
し
て
い
る
姿
と
し
て

彫
ら
れ
た
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

■
先
生　

そ
う
で
す
ね
、
何
と
な
く
裸
の
像
な
ん
て
作

り
ま
せ
ん
よ
ね
。
図
８
は
「
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
と

エ
ロ
ス
」
の
像
で
す
け
れ
ど
。

　
　
　
　

こ
の
像
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。   

　

花
子　

あ
れ
、
図
８
の
像
に
は
両
腕
が
あ
り
ま
す
け

ど
、
図
８
と
図
６
と
は
、
か
ら
だ
の
ポ
ー
ズ
は

よ
く
似
て
い
ま
す
ね
。

■
先
生　

は
い
、
図
６
ト
ル
ソ
の
像
の
両
腕
も
こ
れ
に

似
た
感
じ
で
体
を
隠
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、

場
面
と
し
て
は
、
女
神
が
沐
浴
す
る
た
め
に
衣

服
を
脱
い
だ
と
き
の
姿
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ん

だ
よ
。

■ 

花
子　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
ど
う
り
で

ど
こ
か
恥
ず
か
し
そ
う
な
感
じ
を
ポ
ー
ズ
全
体

か
ら
感
じ
た
ん
で
す
が
、
衣
服
を
脱
い
だ
ば
か

り
の
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
向
か
っ
て
右
膝

や
左
肩
の
動
作
が
裸
の
体
を
隠
そ
う
と
し
て
い

る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

■
先
生　

男
性
の
裸
が
堂
々
と
し
た
ポ
ー
ズ
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
ヌ
ー
ド
が
裸
で
い
る
こ
と
へ

の
恥
じ
ら
い
を
含
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
な

ん
と
な
く
い
ぢ
ら
し
い
感
じ
が
し
ま
す
よ
ね
。

   

花
子　

あ
、
先
生
、
私
い
ま
気
づ
い
た
ん
で
す
が
、
図
３
・
４
・

７
の
３
つ
の
像
は
ス
ポ
ー
ツ
し
て
い
る
姿
と
関
係
あ

り
ま
す
よ
ね
。
男
性
ヌ
ー
ド
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で

は
裸
で
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

■ 

先
生　

そ
の
言
葉
を
期
待
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
図
３
は
円

盤
投
げ
で
、
図
４
の
「
槍
を
担
ぐ
人
」
は
、
す
こ
し

分
か
り
に
く
い
だ
ろ
う
け
ど
槍
投
げ
を
す
る
人
を
彫

っ
た
も
の
な
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
図
７
は
か
ら
だ
に

付
い
た
砂
や
汗
を
か
き
と
る
姿
を
現
し
て
い
る
ん
だ

よ
。

  

花
子　

ヘ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
っ
て
、
神
話
の
中
の
神
々
の

姿
ば
か
り
な
の
か
っ
て
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
姿
を
を
し
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
ん

で
す
ね
。
…
あ
れ
、
で
も
先
生
、
エ
ジ
プ
ト
彫
刻
で

は
王
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
り
、
墓
を
守
っ
た
り
墳
墓

に
さ
さ
げ
る
目
的
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
私
は
、
ギ

リ
シ
ャ
彫
刻
は
、
神
殿
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
た
め
の
も

の
だ
か
ら
宗
教
的
な
目
的
を
持
っ
た
も
の
な
ん
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
す
る
姿
が
、
ど
う
し
て
彫
刻
に
彫
ら
れ
た

ん
で
し
ょ
う
か
？

■
先
生　

そ
こ
が
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
も
は
じ
め
は
神
話
に
関
す

る
テ
ー
マ
の
彫
刻
は
多
く
作
ら
れ
て
き
た
。
で
も
紀

元
前
５
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
係
す
る

姿
の
彫
刻
が
登
場
し
て
き
た
。
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
と
彫

刻
が
結
び
つ
く
の
か
っ
て
こ
と
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
を
上
げ
て
お
き
ま
す
ね
。
ポ
リ
ス
、
都
市
国
家
、

戦
争
、
軍
国
主
義
、
貴
族
、
強
い
戦
士
の
養
成
、
体

育
目
的
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
ギ
リ
シ
ャ
は
統
一
国
家
を
作
ら
ず
に
、
ポ
リ

ス
と
い
う
独
立
し
た
都
市
国
家
同
士
が
戦
争
を
繰
り

返
し
て
い
た
っ
て
こ
と
は
ご
存
知
で
す
ね
。
い
わ
ば

都
市
と
都
市
と
が
強
盗
を
繰
り
返
し
て
い
た
よ
う
な

も
ん
だ
ね
。
だ
か
ら
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
た
の
は
腕

力
や
勇
気
だ
っ
た
。
社
会
の
上
層
階
級
で
あ
っ
た
貴

族
に
は
、
戦
い
に
勝
ち
抜
い
て
い
け
る
強
さ
が
必
要

と
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の
た
め
の
肉
体
的
訓
練
や
競
技

が
重
視
さ
れ
た
ん
だ
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
は
単
な
る
身
体

能
力
の
競
い
合
い
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
強
い
戦
士
を
養

成
す
る
た
め
の
高
度
の
訓
練
だ
っ
た
ん
だ
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
そ
う
し
た
目
的
と
結
び
つ
い
て
い
た
ん
だ

ね
。
彫
刻
に
よ
る
表
現
目
的
が
、
宗
教
的
儀
礼
か

ら
、
次
第
に
世
俗
的
な
名
誉
を
顕
彰
す
る
た
め
の

目
的
へ
と
変
化
し
て
き
た
。

   

花
子　

私
は
、
ギ
リ
シ
ャ
精
神
が
「
理
想
主
義
的
」
で
、

だ
か
ら
彫
刻
で
も
理
想
的
な
肉
体
を
表
現
し
た
の

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ど
の
彫
刻
も
逞

し
い
筋
肉
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
強
健
な
肉
体
が

ギ
リ
シ
ャ
人
に
と
っ
て
必
要
な
要
素
だ
っ
た
か
ら

な
ん
で
す
か
。
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
際
に
、

ギ
リ
シ
ャ
時
代
と
い
え
ど
も
、
本
当
に
裸
だ
っ
た

わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
。

■
先
生　

い
や
、
そ
れ
が
ギ
リ
シ
ャ
で
は
全
裸
で
行
わ
れ

た
の
は
本
当
の
こ
と
な
ん
だ
。
当
初
は
腰
の
部
分

だ
け
は
覆
っ
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
第
１
５
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
（
紀
元
前
７
２
０
年
）
で
オ
ル
シ
ッ

ポ
ス
と
い
う
選
手
が
腰
の
布
を
脱
ぎ
捨
て
て
力
走

し
た
こ
と
か
ら
他
の
走
者
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、

以
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
全
裸
で
行
わ
れ
た
っ
て
言

わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
、
競
技
に
参
加
で
き
る
の
は
貴
族
だ
け
で
、

し
か
も
観
客
も
全
員
男
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
ね
。

   

花
子　

そ
う
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
は
る
か
か
な
た

に
あ
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
世
界
が
な
ん
と
な
く
身
近
に

感
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
じ
ゃ
あ
、
私
た
ち
は
ギ

リ
シ
ャ
彫
刻
を
通
じ
て
当
時
の
競
技
の
勝
利
者
た

ち
の
顔
を
見
て
い
る
っ
て
こ
と
な
の
ね
。

■ 

先
生　

い
や
、
花
子
さ
ん
の
ロ
マ
ン
を
こ
わ
す
よ
う
で

申
し
訳
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
当
時
の
彫
刻
の
作
り

方
で
は
、
勝
利
者
に
似
せ
な
く
て
も
良
か
っ
た
ん

だ
。

   

花
子　

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
勝
利
者
の
名
誉
を
残
す

こ
と
が
彫
刻
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
の
？
彫
刻
の

顔
は
い
っ
た
い
誰
の
顔
な
の
？

■
先
生　

競
技
の
勝
利
者
の
像
が
初
め
て
作
ら
れ
た
の
は

前
５
３
６
年
の
こ
と
だ
っ
た
っ
て
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
で
も
そ
れ
は
、
競
技
に
参
加
す
る
者
た

ち
の
名
誉
欲
が
減
衰
し
た
っ
て
こ
と
や
、
だ
ん
だ

ん
選
手
が
弱
体
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し

た
世
代
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
勝
利
者
の
彫
刻
を
設

置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か

も
勝
利
者
の
像
な
ん
だ
け
れ
ど
、
相
当
理
想
化
さ

れ
た
像
と
し
て
作
ら
れ
た
ん
だ
。

   

花
子　

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
？

■ 

先
生　

た
し
か
に
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
に
よ
る
と
、「3

回

以
上
勝
利
し
た
と
き
に
は
現
実
の
自
分
に
似
せ
た

　
　（
１
）
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ー
ト

●
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
は
、
な
ぜ
裸
ば
っ
か
り
な
ん
だ

●
ギ
リ
シ
ャ
が「
西
洋
美
術
の
源
」ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
わ
け
は
？
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図 1

アクロポリス

図２

パロス島のア

図３

ミュロン

図５

プラクシテレス

図４

ポリュクレイ

図６

プラクシテレ
ス

図７

リュシッポス
「汗を掻き落す

図８

「アフロディ
テとエロス」

図９

「ラオコーン」ＢＣ
１Ｃ後半

アルカイック期

クラシック前期

クラシック後期

ヘレニズム期

彫
刻
を
要
求
す
る
権
利
が
生
じ
た
」
と
も

さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
今
の
わ
た
し
た
ち

の
「
肖
像
」
と
い
う
考
え
方
と
は
違
う
概

念
で
あ
る
っ
て
こ
と
は
知
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
よ
い
ね
。
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
期
の
彫
刻
の
顔
は
、
ど
れ
も
良
く

似
た
顔
つ
き
で
し
ょ
。
こ
の
時
期
に
は
モ

デ
ル
に
似
た
彫
刻
な
ん
か
ひ
と
つ
も
無
い

よ
ね
。
こ
れ
ら
の
彫
刻
は
、「
記
念
碑
的
」

目
的
に
類
す
る
と
い
え
る
わ
け
だ
ね
。
そ

れ
か
ら
、
彫
刻
の
顔
が
モ
デ
ル
に
似
て
い

な
く
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
理
由
に
つ
い

て
は
、
花
子
さ
ん
に
チ
ョ
ッ
ト
考
え
て
も

ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

　
　
　

  

図
４
と
図
５
と
を
比
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
何
か
違
い
を
感
じ
ま
せ
ん
か
？

   

花
子　

今
ま
で
、
図
５
に
つ
い
て
は
一
度
も
話

題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、
こ
の
彫

刻
は
ス
ポ
ー
ツ
と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
す

ね
。

■ 

先
生　

え
え
、
こ
れ
は
「
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
を
抱

く
ヘ
ル
メ
ス
」。
こ
こ
で
抱
か
れ
て
い
る

の
は
弟
神
の
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
で
、
父
ゼ
ウ

ス
の
依
頼
で
弟
を
水
の
精
の
と
こ
ろ
に
連

れ
て
行
く
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
神

話
１
２
神
の
ひ
と
り
で
、
す
ご
く
い
ろ
ん

な
逸
話
が
あ
る
神
。
図
４
は
ス
ポ
ー
ツ

で
、
図
５
は
神
話
と
い
う
テ
ー
マ
の
面
で

の
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
は
確
か
に
違

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
彫
刻
と
し
て
の
表

現
方
法
と
い
う
点
で
注
目
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

   

花
子　

ウ
～
ン
…
そ
う
で
す
ネ
、
図
５
の
方
が

「
き
れ
い
」
に
思
え
ま
す
。「
上
手
」
と
も

言
え
る
か
な
。

■
先
生　

た
し
か
に
、
ヘ
ル
メ
ス
の
像
は
男
性
像
の
中

で
も
ま
れ
に
見
る
「
美
し
い
」
像
で
し
ょ
う
ね
。

図
４
の
ほ
う
は
「
ゴ
ツ
イ
」
肉
体
っ
て
い
え
ば

よ
い
か
な
。

   

花
子　

ア
…
、
そ
れ
か
ら
、
ヘ
ル
メ
ス
は
彫
刻
じ
ゃ
な

い
み
た
い
に
見
え
ま
す
。
槍
投
げ
は
、
人
間
が

大
理
石
を
彫
っ
て
い
っ
て
作
り
上
げ
た
、
石
を

彫
っ
て
作
っ
た
彫
刻
だ
な
っ
て
思
い
ま
す
け
れ

ど
、
ヘ
ル
メ
ス
は
初
め
か
ら
あ
っ
た
よ
う
な
、

人
間
が
彫
っ
て
作
っ
た
モ
ノ
と
は
思
え
な
い
ん

で
す
。

■ 

先
生　

確
信
的
な
と
こ
ろ
に
気
づ
い
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
こ
の
ヘ
ル
メ
ス
を
作
っ
た
プ
ラ
ク
シ
テ
レ

ス
は
、
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
頂
点
に
位
置
す
る
作

家
で
あ
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

彫
刻
の
腕
前
す
な
わ
ち
テ
ク
ニ
ッ
ク
面
で
は
、

そ
れ
以
前
の
作
家
と
比
べ
る
と
格
段
に
上
達
し

て
い
ま
す
。
花
子
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
人

間
そ
っ
く
り
、
実
物
そ
っ
く
り
な
迫
真
的
な
姿

を
楽
々
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

人
間
の
手
わ
ざ
が
少
し
も
感
じ
ら
れ
な
い
か

ら
、
作
者
の
存
在
が
無
い
よ
う
に
思
え
て
し
ま

い
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
で
花
子
さ
ん
は
「
自
律
的

芸
術
」
と
か
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

   

花
子　
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ

て
い
ま
す
。
何
か
具
体
的
な
目
的
の
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
よ
り
す
ば
ら
し

い
美
や
優
れ
た
芸
術
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
芸
術
の
こ
と
を
さ
す
ん
で
し
ょ
。

■
先
生　

そ
う
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
け

れ
ど
、
宗
教
や
王
侯
貴
族
の
依
頼
に
合
わ
せ

た
作
品
、
す
な
わ
ち
依
頼
さ
れ
て
、
何
ら
か
の

目
的
や
手
段
の
た
め
に
作
ら
れ
た
モ
ノ
で
は
な
く
っ

て
、「
優
れ
た
芸
術
創
造
」
と
い
う
目
的
そ
れ
自
身
が

目
的
で
あ
る
っ
て
い
う
こ
と
だ
ね
。
芸
術
が
芸
術
自

身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
っ
て
し
ま
う
っ
て
こ
と

を
「
自
律
的
芸
術
」
と
も
呼
ん
で
い
る
ん
だ
。

   

花
子　

先
生
は
、
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
の
ヘ
ル
メ
ス
は
「
芸
術

の
た
め
の
芸
術
」
と
し
て
作
ら
れ
た
彫
刻
だ
っ
て
言

う
ん
で
す
か
？

■
先
生　

も
ち
ろ
ん
こ
の
ヘ
ル
メ
ス
は
、
は
じ
め
は
誰
か
の

依
頼
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
だ
ろ
う

ね
、
し
か
し
、
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
は
、
依
頼
主
の
要

求
レ
ベ
ル
に
至
っ
た
時
点
で
も
制
作
を
終
わ
ら
せ
な

か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
は
次
第

に
依
頼
主
の
こ
と
な
ん
か
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
も
っ

と
も
っ
と
遥
か
か
な
た
の
ヘ
ル
メ
ス
と
い
う
神
を
表

現
す
る
た
め
に
、
制
作
に
没
頭
し
て
い
っ
た
と
思
う

ん
で
す
よ
。
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
が
我
に
返
っ
た
と
き
、

こ
の
彫
像
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
ち
ょ
っ
と
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
説
明
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ヘ
ル
メ
ス
の
彫
刻
は
、
そ
う
い
う
作
ら
れ
方
を
し

た
ん
で
は
な
い
の
か
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

   

花
子　

先
生
は
け
っ
こ
う
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
な
ん
で
す
ね
。
で

も
、
並
べ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
図
版
を
見
て
い
る
と
、

ヘ
ル
メ
ス
以
後
（
図
５
以
後
）
の
彫
刻
の
背
後
に
は

作
者
の
姿
は
、
私
に
も
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
見
え
方
が
す
る
気
が

し
ま
す
。
そ
れ
に
、
よ
り
高
み
を
目
指
す
と
い
う
制

作
目
的
の
た
め
に
は
、
モ
デ
ル
に
似
せ
る
と
い
う
肖

像
性
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
も
仕
方
な
い
ん
で
し
よ
う

ね
。

■ 

先
生　

エ
ー
と
…
、「
芸
術
と
は
何
か
」
っ
て
こ
と
は
多

く
の
人
た
ち
に
と
っ
て
難
問
で
あ
る
ん
で
す
が
、

理
解
の
た
め
に
は
い
ろ
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
生
存
の
た
め

の
祈
り
や
宗
教
の
付
属
品
あ
る
い
は
宣
伝
や
賛
美

と
い
っ
た
、「
実
用
目
的
」
す
な
わ
ち
、「
道
具
」

で
あ
っ
た
も
の
も
、
次
第
に
技
術
的
向
上
と
、
作

者
の
生
活
基
盤
の
安
定
＝
余
裕
に
よ
っ
て
、
注
文

主
の
レ
ベ
ル
を
超
え
、
よ
り
高
み
を
目
指
す
表
現

意
欲
に
よ
っ
て
純
粋
な
美
の
ク
リ
エ
ー
ト
へ
と
向

か
っ
て
い
く
、
と
い
う
段
階
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ

を
、
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ギ
リ

シ
ャ
彫
刻
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
西
洋
美

術
の
永
遠
の
古
典
＝
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
あ
る
と
さ
れ

る
の
は
、
単
に
自
然
主
義
的
な
リ
ア
ル
な
表
現
技

術
の
確
立
と
い
う
テ
ク
ニ
カ
ル
な
面
か
ら
で
は
な

く
、利
害
を
超
え
た
、純
粋
で
自
律
的
な
美
の
た
め
、

芸
術
の
た
め
の
芸
術
と
い
っ
た
、
純
粋
論
理
の
存

在
ゆ
え
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
私
は
考
え
る
の
で

す
が　

…　

。

   

花
子　
　

ウ　

…
。
先
生
に
し
て
は
、
だ
い
ぶ
論
理
的
な

意
見
で
す
ね
。
で
も
、
納
得
し
ま
し
た
。
こ
こ
に

並
ん
で
い
る
彫
刻
た
ち
が
、
説
明
を
聞
く
前
に
は
、

ほ
と
ん
ど
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
表
情
を
持
つ
も
の
と
し
て
見

え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

■ 

先
生　

そ
れ
は
良
か
っ
た
。
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④　原始キリスト教アート

■
　
中
世
の
文
化

　

中
世
の
文
化
は
，
本
質
的
に
キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
で

あ
っ
た..
中
世
の
美
術
は
，「
文
盲
者
の
た
め
の
聖
書
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
， 信
仰
を
具
体
的
に
教
え
る
役
割
を

果
た
し
た. 

   

中
世
の
芸
術
家
た
ち
は
， 
名
も
な
き
職
人
と
し
て
の
地

位
に
甘
ん
じ
な
が
ら
， 

建
築
を
造
り
， 

彫
刻
を
刻
み
， 

絵

を
描
い
た.

彼
ら
は
優
れ
た
芸
術
家
で
あ
っ
た
が. 

そ
れ

以
前
に
， 中
世
的
な
社
会
生
活
，
精
神
生
活
に
奉
仕
す
る

つ
つ
ま
し
い
信
者
で
あ
っ
た. 

    

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
か
ら
， 西
欧
， 東
欧
， ロ
シ
ア
に
い
た
る

大
き
な
地
域
が
，
み
な
同
じ
精
神
生
活
を
共
有
し
て
， 中

世
美
術
を
育
て
あ
げ
た.

■
原
始
キ
リ
ス
ト
教
美
術

　

中
世
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
芽
ば
え
は
， 

ま
だ
古
代
ロ
ー
マ
文
化
が

華
や
か
に
そ
の
活
動
を
続
け
つ
つ
あ
る
時
期
， 

紀
元
後
， ２・３
世
紀

と
い
う
時
代
に
， 

首
都
ロ
ー
マ
を
中
心
と
し
て
展
開
し
は
じ
め
て
い

る. 

い
わ
ゆ
る
カ
タ
コ
ン
ベ
の
美
術
で
あ
る. 

カ
タ
コ
ン
べ
と
は
， 初

期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
信
者
た
ち
の
地
下
墓
窟
の
こ
と
で
，
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
が
墓
室
に
な
っ
て
死
体
が
埋
葬
さ
れ
， 

と
き
に
は
信
者
た
ち

の
礼
拝
の
場
所
と
な
り
， 

と
き
に
は
ロ
ー
マ
皇
帝
の
迫
害
を
避
け
る

場
所
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る.　

　

信
者
た
ち
は
こ
の
墓
室
の
壁
面
に
絵
を
描
い
た. 

キ
リ
ス
ト
教
は
， 

偶
像
崇
拝
を
禁
止
し
て
い
る
た
め
， か
れ
ら
は
， 最
初
， ギ
リ
シ
ャ
や

▼カタコンベの壁画

マリアの母の名前は「アンナ」。
そして、マリアもまた、神から
うまれたとされるから、こうい
う家系図になる。つまり、イエ
スは、4 分の３は神で、4 分の
１が人間の割合かな。ともかく、
こういう内容を　絵画で表わし
たのが、キリスト教絵画

カタコンベ (Catacombe) とは、古代ローマの地下墓地をいう。この名称は、現在サン・セバスチャッン教会の建つ、ローマのアッピ
ア街道沿いの地名アド・カタクンバスに由来する。初期のキリスト教徒がローマ皇帝の迫害を逃れ、殉教者たちを葬る傍ら、ここを
隠れ家として信仰を守り続けたことから、キリスト教信者の地下礼拝堂、墓地等をこう呼ぶようになった。
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ロ
ー
マ
の
美
術
か
ら
， た
と
え
ば
ぶ
ど
う
の
つ
る
草
紋
様

の
よ
う
な
装
飾
や
平
和
な
牧
歌
的
な
情
景
を
表
現
す
る

こ
と
で
満
足
し
た. 

し
か
し
， 

何
ら
か
の
か
た
ち
で
信
仰

の
対
象
を
表
現
し
た
い
と
い
う
信
者
た
ち
の
気
持
は
， や

が
て
そ
れ
ら
の
紋
様
や
描
写
に
意
味
を
与
え
始
め
た. 

     

た
と
え
ば
「
わ
れ
は
ぶ
ど
う
の
樹
な
り
」
と
い
う
聖

書
の
言
葉
を
も
と
と
し
て
， ぶ
ど
う
の
樹
を
キ
リ
ス
ト
の

象
徴
と
考
え
た
り. 

羊
を
か
つ
ぐ
へ
ル
メ
ス
と
い
う
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
図
像
に
，「
善
き
羊
飼
い
」
と
し
て
の
キ
リ

ス
ト
を
意
味
さ
せ
た
り
し
た. 

そ
し
て
，
さ
ら
に
， 
聖
書

の
物
語
や
， 祈
り
を
あ
ら
わ
す
「
オ
ラ
ン
テ
」
の
像
な
ど

を
描
く
よ
う
に
な
っ
た.

そ
れ
ら
は
技
法
的
に
み
れ
ば
， 

古
代
ロ
ー
マ
の

絵
画
の
稚
拙
な
模
倣
に
す
ぎ
な
い. 

し
か
し
，

中
世
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
す
べ
て
に
通
ず
る
象

徴
主
義
の
態
度
は
， 

こ
の
と
き
す
で
に
確
立
さ

れ
て
い
た.

▼中世前半期の表現の相違

▼初期キリスト教美術
　

３
～
７
世
紀
に
キ
リ
ス
ト
教
会
の
た
め
に

制
作
さ
れ
た
美
術
と
建
築
を
い
う
。
時
期

的
に
は
、古
代
末
期(2

世
紀
末
～7

世
紀)

の
ロ
ー
マ
美
術
と
、
５
～
７
世
紀
の
ビ
ザ

ン
テ
ィ
ン
美
術
と
重
複
す
る

原始キリスト教アート

ビザンティンアート

初期中世アート
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一
般
的
に
、
中
世
と
い
う
時
代
は
、
ロ
ー
マ
時
代
と
、

ル
ネ
サ
ン
ス
と
に
挟
ま
れ
た
時
期
。
だ
か
ら
、
約
千
年
と

い
う
長
い
時
代
。
世
界
史
的
な
理
解
で
は
、
西
ロ
ー
マ
帝

国
滅
亡
か
ら
、
ト
ル
コ
の
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

占
領
ま
で
を
さ
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
ロ
ー
マ
時
代
と
ル
ネ
サ
ン
ス
と
の
間
に

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
中
間
の
時
代
、
と
い
う
意
味
で

中
世
と
呼
ん
だ
。

中
世
と
い
う
時
代

1500 盛期ルネサンス

ローマ帝国分裂

■
中
世
と
い
う
時
代
の
分
類

　

１
８
世
紀
ご
ろ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の

中
世
の
時
期
を
す
べ
て「
ゴ
シ
ッ
ク
」と
呼
ん
で
い
た
。
ゴ
シ
ッ

ク
と
い
う
言
葉
は
、「
野
蛮
な
」
と
い
う
意
味
。

 

と
こ
ろ
が
、
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
ん
な
に
大
雑
把
な

呼
び
方
で
は
表
し
き
れ
な
い
よ
う
な
い
ろ
ん
な
内
容
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
、
中
世
を
、
も
っ
と

分
類
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

最
も
大
き
な
発
見
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
東
の
、
小
ア
ジ
ア　

バ
ル
カ
ン
の
地
域
に
お
い
て
、
約1000

年
の
間
続
い
た
、

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
な
る
国
が
、
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。
し
か
も
、
そ
の
帝
国
の
文
化
は
、
西
欧
の
文
化
を
は

る
か
に
し
の
ぐ
優
れ
た
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、そ
の
部
分
を
「
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
文
化
」

と
呼
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、西
欧
に
お
い
て
は
、教
会
建
築
の
様
式
面
で
、

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
は
異
な
る
、
も
っ
と
素
朴
な
シ
ン

プ
ル
な
造
形
力
に
満
ち
た
時
期
が
、11

世
紀
ご
ろ
に

見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
ロ
マ
ネ
ス
ク
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
と
呼

ば
れ
て
い
た
時
期
は
、
極
端
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。 
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▼
バ
シ
リ
カ
建
築

▼
モ
ザ
イ
ク

バジリカは古代ローマの建築様式の名称。大勢の集会と宗教的な礼
拝には格好の空間。

色の鉱物などの細片をすきまなく敷き並べて，
壁画や床を装飾する芸術の技法。地中海地方
を中心に発達した

■
　
教
会

　

迫
害
の
時
代
が
や
が
て
終
わ
り
， 313

年
ミ
ラ
ノ
の
勅
令

に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
公
認
さ
れ
， い
わ
ゆ
る
「
教
会
の

勝
利
」
の
時
代
が
訪
れ
て
く
る
と
，
キ
リ
ス
ト
教
美
術
も
，

も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
足
ど
り
で
展
開
し
は
じ
め
る
。

　
　

国
家
の
富
と
権
力
を
メ
ッ
ク
に
し
て
， 

地
上
に. 

教
会

こ
の
バ
ジ
リ
カ
式
建
築
の
内
部
は
， 

モ
ザ
イ
ク
画
に

よ
っ
て
装
飾
さ
れ
た. 

モ
ザ
イ
ク
と
い
う
の
は
さ
ま
ざ
ま

な
色
彩
の
石
片
，
ガ
ラ
ス
片
な
ど
を
漆
喰
（
し
っ
く
い
）

の
壁
面
に
は
め
こ
ん
で
絵
を
構
成
す
る
技
法
で
， へ
レ
ニ

ス
テ
ィ
ッ
ク
時
代
か
ら
ロ
ー
マ
時
代
に
か
け
て
， 床
の
装

飾
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

 

モ
ザ
イ
ク
画
の
特
性
は
，
硬
質
の
画
面
に
光
線
が

反
射
し
て
， 

神
秘
な
光
の
ム
ー
ド
を
う
み
だ
す
点
に
あ

る.

キ
リ
ス
ト
教
の
画
家
た
ち
は
， そ
の
特
性
を
利
用
し

て
， 

今
ま
で
床
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
た
モ
ザ
イ
ク
画
を
， 

今
や
「
神
の
家
」
に
ふ
さ
わ
し
い
神
秘
な
大
芸
術
と
し

て
更
生
さ
せ
た
の
で
あ
る.

が
建
設
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る. 

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ

ジ
ョ
ー
レ
寺
な
ど
が
そ
の
ひ
と
つ
で
，
建
築
の
プ
ラ
ン

は
長
方
形
の
内
部
に
２
列
な
い
し
４
列
の
柱
列
を
も
ち
， 

正
面
に
半
円
形
の
祭
室
を
も
っ
た
単
純
な
形
式
で
あ
る. 

こ
の
形
式
は
， ふ
つ
う
バ
ジ
リ
カ
形
式
と
よ
ば
れ
， 中
世

建
築
の
基
本
的
な
形
式
と
な
っ
た.
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▼
ハ
ギ
ア
ソ
フ
ィ
ア
（
聖
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
）

「聖母子と皇帝ヨアンニス２世、皇妃イリニ」

■
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国

　

ロ
ー
マ
帝
国
の
分
裂
後
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
、

国
王
不
在
の
領
主
国
家
の
乱
立
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
の
文
化
が
崩
壊
し
ゲ
ル
マ
ン
文
化
的
に
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
は
、
国
家
運
営
が

成
功
し
、５
世
紀
の
時
点
で
人
口
は100

万
人
（
世

界
最
大
）
リ
ッ
チ
な
経
済
状
況
だ
っ
た
。

　

330

年
， 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
に
よ
っ
て
都
が

ロ
ー
マ
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
に
移
さ
れ
て

の
ち
， 

キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
中
心
は
， 

し
だ
い
に
東
方
に

▼
ビ
ザ
ン
チ
ン
は
世
界
の
中
心
に

■
　
ビ
ザ
ン
チ
ン
建
築

　

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
建
築
の
様
式
は
、
方
形
の
プ
ラ
ン
上
に
円

蓋
を
か
け
た
様
式
で
， 537

年
に
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
大
帝

に
よ
っ
て
献
堂
さ
れ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
の
聖
ソ

フ
ィ
ア
大
聖
堂
は
， そ
の
も
っ
と
も
壮
大
な
こ
こ
ろ
み
で
あ
る.

　

内
部
は
目
も
ま
ば
ゆ
く
， モ
ザ
イ
ク
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
て

い
る
こ
の
聖
ソ
フ
ィ
ア
寺
の
完
成
は
， 

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
の

最
初
の
黄
金
時
代
の
頂
点
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う.

移
っ
て
い
っ
た
芸
術
活
動
と
い
う
も
の
は
、
経
済
的
裏
付
け

が
必
要
。
そ
れ
ま
で
の
ロ
ー
マ
文
化
は
「
東
ロ
ー
マ
帝
国

＝
ビ
ザ
ン
チ
ン
」
に
引
き
継
が
れ
た
。

宮廷壁画としてのモザイク

⑤　ビザンチン美術
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▼
フ
レ
ス
コ
画

■造形性
奥行きの欠如
立体感欠如
		
	
構図
正面向き
並列
カタログ的

人物描写
無個性
動きがない

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
は
彫
刻
ら
し
い
彫
刻
を
ほ
と
ん
ど

残
し
て
い
な
い. 

建
築
の
外
部
は
， 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

簡
素
な
， 
力
強
い
構
成
感
を
み
せ
る
だ
け
で
あ
る. 

だ
が

ひ
と
た
び
足
を
内
部
に
ふ
み
い
れ
る
と
， モ
ザ
イ
ク
が
美

し
い
色
の
光
を
に
ぶ
く
き
ら
め
か
せ
て
， 

わ
れ
わ
れ
に

迫
っ
て
く
る. 

光
輪
に
つ
つ
ま
れ
た
全
能
の
キ
リ
ス
ト
像

や
新
・
旧
約
聖
書
の
諸
場
面
が
， 堂
内
の
壁
面
を
う
ず
め

る
の
で
あ
る. 

そ
れ
ら
は
ロ
ー
マ
時
代
の
壁
画
の
よ
う
な

写
実
性
を
お
わ
ず
， 

背
景
は
ほ
と
ん
ど
金
地
と
な
り
， 

人

物
た
ち
も
抽
象
化
さ
れ
， 

色
彩
も
は
る
か
に
多
彩
， 
強
烈

に
な
っ
て
， キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
神
秘
な
か
が
や
き
を
う

た
え
て
い
る.

　

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
の
展
開
は
， ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス

帝
時
代
の
黄
金
期
の
あ
と
， か
な
り
長
期
間
の
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
り
９
世
紀
に
ふ
た
た
び
盛
期
を
む
か
え
る. 

こ
の
第

2

の
黄
金
時
代
の
特
色
は
へ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
優
雅
さ

を
失
い
， 

そ
の
か
わ
り
に
， 

も
っ
と
東
方
的
な
神
秘
な
荘

厳
性
が
強
調
さ
れ
だ
し
た
こ
と
だ
ろ
う

　

１
４
世
紀
か
ら1453

年
の
ト
ル
コ
軍
に
よ
る
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
占
領
ま
で
，
最
後
の
黄
金
時
代
を

む
か
え
る. 

と
は
い
っ
て
も
， 

帝
国
の
衰
退
の
た
め
に
， . 

豪
華
な
モ
ザ
イ
ク
画
も
し
だ
い
に
影
を
ひ
そ
め
， フ
レ
ス

コ
画
が
登
場
し
は
じ
め
て
い
る
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▼
イ
コ
ン

▼
西
欧
の
民
族
配
置

▼
ケ
ル
ト
・
ゲ
ル
マ
ン
美
術

　

ビ
ザ
ン
チ
ン
美
術
で
は
、
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
（
聖
像
禁
止

令
）
に
よ
り
、
神
の
姿
を
描
い
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
こ
の
タ
イ
プ
な
ら
、
描
い
て
も
良
い
こ
と
に
し

た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
こ
れ
な
ら
描
い
て
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

教
会
側
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　
　

イ
コ
ン
自
体
は
神
で
は
な
い
。

　
　
「
神
の
姿
を
写
し
た
写
真
の
よ
う
な
も
の
」　　

●
遠
距
離
恋
愛
者
が
持
つ
恋
人
の
写
真
に
似
て
い
ま
す
。

「
彼
女
は
、
写
真
に
恋
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
写
真
に

写
っ
て
い
る
彼
を
愛
し
て
い
る
」

　

ス
ゴ
イ
言
い
訳
だ
ね
。

■
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
美
術
の
成
立

　

と
こ
ろ
で
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
の
終
末
を
飾
る
も
の
と
し
て

イ
コ
ン
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い. 

板
の
上
に
キ
リ

ス
ト
や
そ
の
他
の
聖
画
像
を
描
い
た
こ
の
イ
コ
ン
は
， 

か
な
り

早
い
時
期
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
， こ
の
時
期
， と
く
に
ロ

シ
ア
に
お
い
て
お
お
く
制
作
さ
れ
， 

教
会
の
内
部
や
家
庭
に
お

い
て
， 礼
拝
の
対
象
と
し
て
， 信
仰
の
世
界
の
神
秘
な
あ
か
し
と

な
っ
た
の
で
あ
る.

⑥　初期中世美術　
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民
族
大
移
動
に
よ
り
ゲ
ル
マ
ン
人
が
移
り
住
む

前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ケ
ル
ト
人
が
住
ん
で
い
た
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
を
中
心
に
し
て
、
ラ

テ
ン
語
を
話
す
ラ
テ
ン
人
（
ロ
ー
マ
人
）
が
住
ん

で
い
た
。
北
の
北
海
沿
岸
が
ゲ
ル
マ
ン
人
の
故
地

で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
に
は
ス
ラ
ブ
人
が
住

ん
で
い
た
。
概
要
と
し
て
は
こ
う
い
う
配
置
な
わ

け
だ
。

　

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
が
現
在
、
西
欧
と
呼
ん

で
い
る
地
域
の
大
部
分
は
、
実
は
も
と
も
と
は
ケ

ル
ト
人
や
ゲ
ル
マ
ン
人
が
住
ん
で
い
た
土
地
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
ロ
ー
マ
帝
国
が
支
配
し
ち
ゃ
っ

た
が
、
再
び
ゲ
ル
マ
ン
人
が
取
り
戻
し
た
っ
て
関

係
に
な
る
。

　

中
世
の
前
半
、
つ
ま
り
５
世
紀
か
ら
９
世
紀
ぐ

ら
い
ま
で
は
、
西
欧
は
ゲ
ル
マ
ン
人
お
よ
び
ケ
ル

ト
人
に
よ
る
文
化
だ
っ
た
っ
て
こ
と
を
知
っ
て
お

い
て
ほ
し
い
。
そ
こ
に
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
が
加

わ
っ
た
文
化
。
そ
れ
が
西
欧
の
中
世
前
半
の
文
化

だ
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

　

▼
民
族
移
動
の
基
礎
知
識

▼
彩
色
写
本
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■　

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
美
術

▼
カ
ロ
リ
ン
グ
ル
ネ
サ
ン
ス

▼
修
道
院
と
は

　

そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
カ
ー
ル
大
帝
（
カ
ー
ル
１
世
、

シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
）
で
あ
る
。

　

カ
ー
ル
大
帝
は
、
サ
ク
ソ
ン
族
と
の
五
回
以
上30

年
に
及
ぶ
戦
い
の
末
、
ザ
ク
セ
ン
（
サ
ク
ソ
ニ
ア
）
地

方
を
征
服
。
南
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
戦
い
ス
ペ
イ

ン
東
北
部
に
ま
で
領
土
を
拡
大
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

主
要
部
を
統
一
す
る
大
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
建
設
し
た
。

　

彼
は
、
こ
の
大
国
の
統
治
に
当
た
っ
て
、
中
央
集
権

化
を
は
か
り
、
全
国
を
州
に
分
け
、
伯
を
置
い
て
統
治

さ
せ
た
。
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
に
対
抗
し
う
る
帝
国
が

で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

カ
ー
ル
大
帝
は
ロ
ー
マ
や
ラ
ベ
ン
ナ
で
古
代
末
期

や
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
伝
統
を
耀
む
美
術
に
触
れ
，
自

国
に
も
国
家
の
威
光
を
示
す
た
め
に
す
ぐ
れ
た
建

築
や
芸
術
が
必
要
な
こ
と
を
感
じ
，
財
を
投
じ
て
聖

堂
を
建
立
し
，
数
々
の
芸
術
作
品
を
制
作
さ
せ
た
。 

　

こ
う
し
て
，
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
芸
術
は
大
帝
や
そ

の
側
近
，
貴
族
た
ち
の
宮
廷
や
大
修
道
院
を
中
心
に

栄
え
た
。 

こ
の
時
期
の
文
化
は
、
カ
ー
ル
大
帝
の
名
を
と
っ
て

カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
と
よ
ば
れ
る
。

　

カ
ー
ル
大
帝
の
死
後
は
、
三
人
の
子
の
間
に
相
続

争
い
が
お
き
、843

年
の
ベ
ル
ダ
ン
条
約
で
フ
ラ
ン

ク
王
国
は
三
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
東
フ
ラ
ン
ク
は
現
在
の
ド
イ
ツ
の
、
ま
た
西
フ

ラ
ン
ク
は
フ
ラ
ン
ス
の
起
源
で
あ
る
。

初期中世美術　
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■
　
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術

トロネ

▼
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築

⑦　ロマネスク ・ ゴシックの建築

　

カ
ー
ル
大
帝
の
帝
国
が
分
裂
し
た
あ
と
， 

ノ
ル
マ

ン
人
や
サ
ラ
セ
ン
人
の
侵
入
が
つ
づ
き
， 

混
乱
と
空

白
の
時
代
と
な
っ
た. 

し
か
し
， 

キ
リ
ス
ト
教
文
化
は

し
だ
い
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
根
を
お
ろ
し
て
，
11

世
紀
に
な
る
と
，
急
速
度
に
， 

い
わ
ば
キ
リ
ス
ト
教

美
術
の
古
拙
時
代
と
も
い
う
べ
き
文
化
を
く
り
ひ
ろ

げ
た. 

　

各
地
に
教
会
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
建
築
さ
れ
， 

こ
の
教

会
が
主
体
と
な
っ
て
，
写
本
芸
術
、
壁
画
， 

彫
刻
な

ど
多
彩
な
活
動
が
は
じ
ま
る
。
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ

ア
・
イ
ギ
リ
ス
で
、 

数
え
あ
げ
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く

の
建
築
が
で
き
あ
が
る.

そ
れ
ら
は
， 

そ
れ
ぞ
れ
の
地

方
的
な
特
色
を
み
せ
る
が
，
共
通
点
は
， 

パ
ジ
リ
カ

形
式
の
プ
ラ
ン
上
に
寄
蔭
に
よ
る
屋
根
を
か
け
る
こ

と
で
あ
る. 

セナンク

▼
修
道
院
建
築
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ロマネスク ・ ゴシックの建築

　

ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
の
持
つ
水
平
線
を
強
調
し
た
重

厚
な
構
造
感
覚
は
， 

信
仰
の
基
礎
を
す
え
よ
う
と
す

る
人
た
ち
の
安
定
を
求
め
る
願
い
の
あ
ら
わ
れ
で
も

あ
っ
た
と
と
も
に
， 

寄
寵
式
の
屋
根
を
か
け
る
と
い

う
複
雑
な
工
法
が
ま
だ
完
全
で
な
い
た
め
， 

重
厚
な

壁
体
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
建
築
は
， 

内
部
， 

外
部
と
も
に
お
お
く

の
浮
き
彫
り
彫
刻
で
飾
ら
れ
た. 

物
語
や
教
義
の
図

解
を
目
的
主
す
る
こ
れ
ら
の
彫
刻
で
は
， 

ギ
リ
シ
ャ

彫
刻
の
よ
う
に
形
体
の
理
想
性
や
写
実
性
を
も
と
め

な
か
っ
た. 

感
覚
的
な
美
は
む
し
ろ
罪
と
さ
れ
た
の

で
あ
る. 

そ
の
か
わ
り
に
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
彫
刻
家
た

ち
は
， 

東
方
の
影
響
の
も
と
に
， 

ゆ
た
か
な
幻
想
と

象
徴
，
そ
し
て
生
命
感
と
信
仰
に
み
ち
た
素
朴
さ
を

あ
た
え
た. 

ま
た
さ
ら
に
，
こ
れ
ら
の
彫
刻
は
， 

建

築
の
装
飾
で
あ
る
た
め
， 

必
然
的
に
，
建
築
の
リ
ズ

ム
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い. 

細
い
柱
に
は
細

長
く
ひ
き
の
ば
さ
れ
た
人
体
が
， 

柱
頭
の
短
い
部
分

に
は
圧
縮
さ
れ
た
人
体
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る. 

し

か
し
， 

長
い
あ
い
だ
の
空
白
の
の
ち
， 

ロ
マ
ネ
ス
ク
時

代
に
な
っ
て
，
ふ
た
た
び
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
人
像

表
現
が
お
こ
な
わ
れ
だ
し
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い

だ
ろ
う.

　

壁
画
も
ま
た
，
同
じ
よ
う
な
「
神
の
家
」
の
装
飾

と
し
て
素
朴
で
ゆ
た
か
な
人
間
像
を
う
み
拝
し
た. 

そ

れ
ら
の
人
間
像
は
， 

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
神
話
的

な
人
間
像
に
か
わ
る
， 

新
し
い
中
世
人
た
ち
， 

信
仰
に

生
き
る
人
た
ち
の
， 

ゆ
た
か
な
生
命
の
表
象
な
の
で

あ
る.
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▼
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
聖
堂

■
　
ゴ
シ
ッ
ク
美
術

.　

ロ
マ
ネ
ス
ク
時
代
の
教
会
の
扉
口
に
は
， し
ば
し
ば
「
最
後

の
審
判
図
」
の
よ
う
な
威
厳
に
み
ち
た
キ
リ
ス
ト
像
を

中
心
と
す
る
大
構
図
が
彫
刻
さ
れ
て
， 

訪
れ
る
人
び
と
を

見
お
ろ
し
て
い
る. 
し
か
し
， 

ゴ
シ
ッ
ク
の
教
会
で
は
， 

英
知
と
愛
に
み
ち
た
キ
リ
ス
ト
像
や
美
し
い
聖
母
像
が

多
い
。　

　

ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
教
会
で
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム(

聖
母)

の
名
を
も
つ
も
の
が
多
い
の
は
， 

こ
れ
ら
の
教
会
が
聖
母

マ
リ
ア
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る. 
こ
の
変

化
は
， 

ふ
た
つ
の
時
代
の
信
仰
の
あ
り
か
た
の
違
い
を
説

明
し
て
い
る. 

　

幻
想
と
戒
律
を
背
景
と
し
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
期
の
信
仰

に
か
わ
っ
て
， 

ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
は
， 

愛
の
信
仰
が
芽
ば

え
る
の
で
あ
る. 

信
仰
の
幸
福
感
に
ひ
た
り
つ
つ
中
世
人

た
ち
は
， 

12
世
紀
後
半
よ
り
， 

キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
あ
ら

た
な
段
階
を
つ
く
り
あ
げ
た

　

ま
ず
建
築
に
お
い
て
， 

こ
の
変
化
が
著
し
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る. 

水
平
線
を
強
調
し
， 

石
の
壁
体
部
を
お
お

く
も
っ
て
い
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
に
対
し
て
， 

ゴ
シ
ッ

ク
建
築
は
天
に
そ
そ
り
た
つ
よ
う
な
垂
直
線
を
主
に

し
， 

壁
体
部
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
， 

上
昇
す
る
柱

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

　

シ
ャ
ル
ト
ル
， 

ラ
ン
ス
， 

ア
ミ
ア
ン
な
ど
に
な
る

と
， 

い
っ
そ
う
垂
直
線
の
効
果
が
強
調
さ
れ
て
， 

完
成

さ
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
美
し
さ
を
み
せ
て
く
れ
る..

　

こ
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
は
， 

フ
ラ
ン
ス
か
ら
ド
イ
ツ
や

イ
ギ
リ
ス
な
と
、
各
国
に
つ
た
わ
っ
て
い
っ
た.

イ
ギ

リ
ス
の
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
一
本
寺
， 

リ
ン
カ
ー
ン
本
寺
， 

ヨ
ー
ク
本
寺
， 

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
教
会
， 

ド
イ
ツ

の
ケ
ル
ン
本
寺
， 

レ
ー
ゲ
ン
ス
フ
守
ル
ク
本
寺
， 

ウ
ル

ム
本
寺
， 

イ
タ
リ
ア
の
シ
エ
ナ
本
寺
， 

オ
ル
ヴ
、
イ

エ
ト
本
寺
な
ど
で
あ
る.

　

い
う
ま
で
も
な
く
， 

こ
れ
ら
の
大
聖
堂
群
は
， 

彫
刻
で

飾
ら
れ
た. 

し
か
し
， 

ロ
マ
ネ
ス
ク
時
代
と
こ
と
な
り
， 

極
端
に
人
体
を
抽
象
化
し
た
り
デ
フ
ォ
ル
メ
せ
ず
， 自
然

ら
し
さ
が
表
現
さ
れ
た. 

人
体
比
例
も
表
情
も
， 

は
る
か

に
自
然
に
な
り
， 

そ
し
て
， 

ア
ミ
ア
ン
の
「
黄
金
の
処
女

マ
リ
ア
」
や
ラ
ン
ス
の
「
ほ
ほ
え
む
天
使
」
の
よ
う
に
， 

口
も
と
に
静
か
な
ほ
ほ
え
み
を
う
か
べ
た
姿
さ
え
も
表

現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た. 

宗
教
的
な
理
想
主
義
と
， 写

実
性
と
が
む
す
び
あ
っ
て
， ゴ
シ
ッ
ク
彫
刻
を
う
む
の
で

あ
る.
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建
築
が
柱
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

結
果
， 

壁
画
を
描
く
た
め
の
壁
面
は
， 

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
か

ら
ほ
と
ん
ど
消
え
う
せ
た. 

し
か
し
柱
と
柱
の
あ
い
だ
が

す
べ
て
窓
ガ
ラ
ス
と
な
っ
て
，
そ
こ
に
ゴ
シ
ッ
ク
独
特
の

新
し
い
絵
画
芸
術
， ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
登
場
す
る
の
で

あ
る. 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
，
色
ガ
ラ
ス
を
鉛
の
わ
く
で

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
， 
細
部
は
筆
で
、
描
い
て
や
き
つ
け
， 

絵

を
構
成
し
た
も
の
で
あ
る. 
だ
か
ら
， そ
の
美
し
さ
は
， 光

線
が
そ
こ
を
と
お
っ
て
か
が
や
か
し
い
色
の
光
を
き
ら
め

か
せ
る
と
き
は
じ
め
で
あ
ら
わ
れ
る. 
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
聖

堂
群
は
， 

一
歩
足
を
堂
内
に
ふ
み
い
れ
る
と
， 
こ
の
い
ろ

ど
ら
れ
た
光
線
の
美
し
さ
に
よ
っ
て
， 

人
び
と
を
神
秘
な

天
上
の
世
界
へ
と
運
び
さ
る
の
で
あ
る.

こ
う
し
て
13
世
紀
に
頂
点
に
達
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
美
術
は
， 

14
・
15
世
紀
と
， 

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
， 

イ
ギ
リ
ス
を
中

心
と
し
て
展
開
し
て
い
く
が
， 

し
か
し
， 

イ
タ
リ
ア
や
フ

ラ
ン
ド
ル
で
は
， 

新
し
い
時
代
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
息
吹
き

が
高
ま
り
， や
が
て
近
代
へ
と
転
換
し
た
。

▼
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
特
徴

ロマネスク ・ ゴシックの建築


